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レーザーエネルギー学研究センターの紹介 

レーザーエネルギー学研究センター（ILE：Institute of Laser Engineering）は、
高強度レーザーを用いたレーザー核融合をはじめ、「高エネルギー密度状
態の科学を」開拓するとともに、最先端のレーザー技術により半導体製造技
術などの先端産業の発展に貢献する多様な研究を行っています。 

センターの利用者： センター内メンバー約300名 ＋ 共同研究者 

http://www.ile.osaka-u.ac.jp/zone1/activities/facilities/spec.html
http://www.ile.osaka-u.ac.jp/zone1/activities/facilities/spec.html
http://www.ile.osaka-u.ac.jp/zone1/activities/facilities/spec.html
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高性能計算機室の役割 

レーザー核融合研究にはスーパーコンピュータを用いたシミュレーションが重要な
役割をになっています。 

高性能計算機室では、爆縮シミュレーションとそのデータ解析のための大規模シ
ミュレーションシステム、実験データベースシステムから、メール、WEB、ネット
ワークシステムまで、多目的・多階層なシステムの構築・管理を行っています。 

 

また、ベクトル化や並列化などのプログラミング技法やプログラム開発支援ツー
ル・性能採取方法などについてのテキスト作成し、講習会・個別プログラム相談の
実施など、利用者の支援にも力を入れています。 

 

2011年度は、初心者向けテキストを公開しましたので、参照いただきコメントいた
だけたら大変うれしいです。 

 ・メール＆ネットワーク＆セキュリティ 

 ・シミュレーション初心者の方へ 

http://www.ile.osaka-u.ac.jp/research/cmp/text.html 
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２．トラブルデータベース 

 

３．自作定型ツール 
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５．効果とまとめ 
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Linux(Unix) 42 Red hat Enterprise、Fedora、CentOS etc. 

計算機 10 SUPER UX、HP-UX、etc. 
Windows 14 2008Server、2003Server、７、vista、XP etc. 

プリンタ 5   

ネットワーク機器 44 16（FireWall、ルータ、スイッチなど） 

    28（無線AP) 

その他（NASなど） 9   

いろいろな機種、OS 

合計120台以上のマシン 

の運用管理 

 

利用者のマシンも多様 

 Windows 

 Mac 

 Linux 

 （iPhone、スマホ、iPad） 
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2007年 

あとで検索しそうなキーワードをすべて登
録しようという方針で、とりあえず登録開始 

伝統的に紙で記録 

種類によりファイリング 

破たん状態 

見つからない！ 

所内ホームページで公開 

２．トラブルデータベース 
 



2012.3.8-3.9 

第18回分子科学研究所技術研究会 

トラブルDB検索のポイント公開 

「分類」「ステータス」「トラブル名キーワード」「キーワード」の 
いずれか１つの項目に入力します。 

•DBを大まかに以下の分類に分けて登録しています。 

•STARS / CMC / パソコン / アプリケーション / メール / メーリング
リスト / インシデント / ネットワーク /  FileMaker / SEDNA 分類 

• DBのタイトル（トラブル名）に含まれている
語句で検索 

トラブル名 

キーワード 

•キーワードとして登録されている語句で検索 

•例：●●できない、ポート、タイムアウト、SX○、front○、PCC、
ジョブ、ジョブステータス（RUN、QUE、EXTなど）、Windows、MAC、
Endpoint、出張申請、ODINS、インスタントweb、ハブ、メール溜
めすぎ、など 

キーワード 
なお、大文字小文字は
判別しません。 

キーワードについては
スペースで区切って、
複数のキーワードを 

入力することで絞り込
みも可能です。 
 

初めての方は「分類」
でいずれかの語句を
検索して、DBがどのよ

うに登録されているか
確認してみることをお
勧めします。 
 

分類や、キーワードがバラバラだったので、2011年に統一してポイントとして公開 

（システム更新で変わった、ルールを決めてなかったなどが原因） 
まだまだ発展途上です 
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トラブルの種類と割合 
 2007年4月から2011年12月まで645件登録 
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トラブルの種類と割合、要因別分類 
 2007年4月から2011年12月まで645件登録 

27% 73% 
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1年間のトラブル発見の傾向 （2010年10月～2011年9月） 

A ユーザーからの質問や相談 28 29%   

B ユーザーからの連絡により発覚したトラブル 5 5% 

24% 
C 

ユーザーからの連絡により発覚したシミュレーション
系トラブル 

11 12% 

D CMPが発見して対処したトラブル 24 25% 

76% E 監視サーバや自動通報により発見したトラブル 23 24% 

F ODINSからの連絡 4 4% 

  合計 95     
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利用者自信による情報提供と共有 

WEBの活用 2000年から  （最近は利用者からの情報提供が低調だが当初は活発だった） 
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WEB掲示板の活用 
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３．自作定型ツール 
 

1996年3月にUNIXによる分散処理システムを導入して以来、管理する計算機の台数
が増加し、利用状況や通信状況などを自動的に監視、採取するツールを作成 

 

 ・ping死活監視 

 ・ジョブ情報採取 

 ・ディスク情報採取、及び使用容量監視 

 ・ログイン情報採取 

 ・CPU使用状況採取 

 ・プロセス情報採取 

 ・quota情報採取、及び使用容量監視 

 ： 
 

管理しているLINUX(UNIX)マシンのほぼ全てで稼働 

Cronにより実行（ping死活監視は30分毎、ログイン情報採取は一日一度など） 
 

ツールやログは、可能な限りNFSで共有しているファイルサーバ上に集め、変更や確
認の際に、個々のサーバにログインしなくても、一カ所で作業できるように工夫 
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メールサーバ

バックアップログの確認
システム負荷チェック
メール配送状況チェック
メール容量チェック

STARS9システム

ディスク使用量確認
ユーザ利用制限値確認
自動実行ツールのログ確認
バックアップログの確認
ジョブ実行状況確認
システム負荷チェック

CMCシステム
ディスク使用量確認
ジョブ実行状況確認
バックアップログの確認

スパムメール対策機
パターンファイル更新の確認
エンジン更新の確認

監視サーバ 各サーバでエラーが出ていないかのチェック

DHCPサーバ IPアドレス使用状況の確認

ファイアウォール ログバックアップ確認

webサーバ バックアップログの確認

ライセンスサーバ 使用ライセンス数の確認

プリンタ 消耗品状況の確認

空調 マシン室空調や異常ランプ点灯などの確認

安全衛生 安全衛生管理チェックシートの記入

日次作業

メールサーバ
ログイン情報採取
メールログ集計

STARSシステム

ログイン情報採取
ジョブ情報採取、グラフ化
稼働時間チェック
バックアップログの確認

CMCシステム
ジョブ情報採取、グラフ化
フェアシェア利用状況採取
稼働時間チェック

スパムメール対策機 集計情報プリント

監視サーバ バックアップログの確認

DHCPサーバ IPアドレス、MACアドレス使用状況集計、グラフ化

認証サーバ 利用ユーザー集計、グラフ化

共同研究者認証サーバ 利用ユーザー集計、グラフ化

ログインサーバ ログイン情報採取

ネットワーク 登録マシン集計、グラフ化

ファイアウォール
ログイン情報集計
confファイルバックアップ

webサーバ アクセスログ集計

温湿度計 情報採取、グラフ化

業務データベースサーバ データベースバックアップ

CMPファイルサーバ ファイルバックアップ

実験データベースサーバ ログイン情報採取、グラフ化

空調など 加湿器、換気扇などのメンテナンス

月次作業

曜日によって作業を決めている 

毎月初めの作業 

日次作業と月次作業 

週に一度はすべてのサーバーにログインして確認する 
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４．監視サーバー 
 

PMT監視サーバ 運用管理者 監視対象ホスト 

ssh, 

rsh , 

ping 

監視データ 

HTTP 

ssh, 

rsh , 

ping 

ヘッドクラスタ 

SGI社製のPMT(Performance Monitorint Tool) 2009年3月導入 
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PMT監視画面 

保守中のマシン表示 
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システムの変化を可視化で確認 
ある日のサーバーの状況確認例 
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トラブル時の画面例１ 

突然使用量が増加した様子が分かる 

メモリ使用量の増加の様子 
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トラブル時の画面例２ 

あるサーバーのみ/varが数か月にわたって徐々に増加していた 
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５．効果とまとめ 
 
１．自作定型ツールと監視サーバの監視の併用により 
  トラブル発見 
  トラブル箇所の特定 
  トラブルにいたるまでのサーバーの状況 
などを、短時間で行えるようになった。 

 

      利用者が気づく前の発見と対応７６％ 

 

２．メールの見落としには注意が必要 

 

３．自動監視に頼りすぎるのも危険。ちゃんと動いているか定期
的にチェックする必要がある。 
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終わりに 

意外に、ユーザが気づく前に対処しているトラブルが
たくさんあることに気づきました。当たり前に動かすた
めに、現場の技術職員が日々、地道に努力しているこ
とをアピールすることも重要だと思いますので、技術
研究会の機会にまとめてみました。 

皆様の参考になれば幸いです。 

 

ご清聴ありがとうございました。 

 
本報告の機会を与えていただいた、分子科学研究所の皆様に感謝いたします 


